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改革改善
の考え方

①問題
点

市有施設修繕奉仕活動の継続が困難となっている地区がある。飯下建設産業労働組合連合会会員の減少と高齢化。
勤労者の労働環境、生活環境が向上するための支援。

②改革
提案

ワーク・ライフ・バランス事業の推進。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

賃金実態調査結果を労働行政の施策に活用していく。

総事業費①+② 4,155 3,080 4,163 3,077

300 300

臨時職員所要時間 80 80

一般財源 887 972 621 969

人件費計（千円）② 1,159 1,159

正規職員所要時間

起債

その他 2,109 2,108 2,383 2,108

県支出金

事業費計（千円）① 2,996 3,080 3,004 3,077 （そ）諸収入　2,109千円
（そ）地域雇用創出推進基金　274千円国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　雇用促進住宅松尾宿舎駐車場事業
２　JR駐輪場事業　JR飯田線の天竜峡、駄科、下山村、鼎、飯田、元善光
寺、毛賀の各駅設置の駐輪場を借用管理。
３　飯下建設労働組合連合会による市有施設修繕奉仕に関わる事業
　　飯下建設産業労働組合連合会による工賃奉仕の市有施設修繕。
４　賃金実態調査・労働関係調査事業　　県との合同調査

１　駐車場用地契約者数
２　契約駐輪場数
３　(1)修繕施設数
　　(2)修繕箇所数
４　回答事業所/調査事業所数

1  4人
2  7カ所
3(1)34施設
  (2)80カ所
4  98事業所/200事業
所

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

飯田市に居住する勤労者の総合的な労働環境整備を行うことで、多様な産業が発展できる環境づくりを行なう。これにより、ゆとりある生
活環境が創出され、地場産業の発展や新たな起業、また伝統技術の継承、後継者育成などが円滑に行なわれ、雇用、労働環境等が
改善される。

成果
指標

賃金実態調査　調査回答事業所数 100 98 100 110

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

①新規就業者数（新卒のみ）

飯田市の勤労者数(Ｈ24経済セン
サス・活動調査）：人

50841

意図（どういう状態
にするか）

飯田市に居住する勤労者の総合的な労働環境整備を行
う。

目
的

対象（誰・何を） 飯田市に居住する勤労者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 11 支え、育む産業基盤づくり
基本計画上
の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

H27担当課等名 産業振興課 H27係等名 労政係 H26係等名 労政係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 労働諸費事務一般事業

会計 一般会計
25 9

事業種別 政策

1 施策№ 11 事業№


